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た，各教科において学習の中で児童がプレゼンテーションを作成し発表することも日常的に行われている。 
 
（４） 魅力あふれる学校行事 
 学習の成果を発表する音楽会，運動会，水泳記録会に加えて，生活
科や社会科，総合的な学習の時間（シンガポール日本人学校では「探
求科」という名称）の学習では国内の施設を訪問したり，現地の小学
校との学校交流が行われたりしている。１年生はシンガポールZOOで
の写生会，２年生はローカルマーケットを中心とした町探検，３年生
はシンガポール一周や商業施設の見学，４年生は消防署・水道施設・
博物館等の見学，５年生は現地の学生ボランティアとの交流キャンプ
活動，６年生は近隣諸国への修学旅行が実施される。現地での校外学
習を通して，児童は自分が滞在している国シンガポールへの理解を深め，同時に日本との違いに気付き，日本
について深く考えることができる。 
 
３ 派遣者の生活について 
 私は配偶者と息子３人を同伴しての滞在であり，家族全員にとって有意義な３年間であった。派遣者の経験
や年齢，同伴する家族の有無によって，感じ方は様々であると思うが，長期間，日本を離れることで，客観的に
母国日本を捉え，異文化の良さを感じられたのは最大の利点であった。この視点こそが，今後，私が教育現場で
伝えていくべきことだと考える。 
 
４ 在外教育施設の果たす役割 
 国外で生活する子ども達の多くは，保護者の仕事や都合で移動してきている。安心して生活するためには，
安心して学校に通い，友達と遊び，勉強することが不可欠である。私自身，国外で生活してみて改めて，「学校」
のありがたさ，大切さを身に染みて感じた。派遣先で子ども達が楽しく学校に通うことは，家族の喜びに直結
している。日本人学校の教員は，優秀であるので，しっかりと保護者や児童生徒の願いを叶えることができる。
私は，派遣前は鳥取県の教員としてできる限り努力し働いてきたつもりであるが，日本人学校で求められる資
質と能力は想像以上に高いものであった。各都道府県から派遣された教員は，年齢を問わず実績や経験が豊富
で，出身県の代表であるという責任を持ち教育活動に取り組んでいた。また，財団からの派遣教員は，柔軟な考
え方で熱意と誠意をもって取り組んでいた。この教育集団の中で，全国の教育を知り，一緒に教育活動を作り
上げたことは貴重な経験である。今後は，派遣経験を活かし，「世界で活躍する鳥取の子ども」を育てていきた
い。 
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西尾美帆：シンガポール日本人学校での 3年間を振り返って
